
(57)【要約】

【課題】　容器の形状保形性を高めるようにし、とくに

、内容物の移し替えにあたって、容器を確実に把持して

、操作が容易に行われるようにしたパウチ状容器を提供

すること。

【解決手段】　上部コーナー部に注出口部を設けた容器

本体と、容器本体に折曲げ可能として連設された保持帯

を具備したパウチ状容器であって、内容液充填後に、保

持帯を容器本体に巻き付け、係止手段を介して接合させ

たことを特徴とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 上 部 コ ー ナ ー 部 に 注 出 口 部 を 設 け た 容 器 本 体 と 、 容 器 本 体 に 折 曲 げ 可 能 と し て 連 設 さ れ
た 保 持 帯 を 具 備 し た パ ウ チ 状 容 器 で あ っ て 、
　 内 容 液 充 填 後 に 、 保 持 帯 を 容 器 本 体 に 巻 き 付 け 、 係 止 手 段 を 介 し て 接 合 さ せ た こ と を 特
徴 と す る パ ウ チ 状 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 係 止 手 段 が 、 保 持 帯 の 上 端 に 設 け ら れ た 係 止 部 と 、 容 器 本 体 の 注 出 口 部 側 の 胴 部 シ ー ル
部 に 刻 設 さ せ た ス リ ッ ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の パ ウ チ 状 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 保 持 帯 の 上 部 に 設 け ら れ た 係 止 部 が 、 リ ン グ 部 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
記 載 の パ ウ チ 状 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 係 止 手 段 が 、 保 持 帯 、 ま た は 容 器 本 体 に 設 け ら れ た 剥 離 フ ィ ル ム を 貼 着 し た 接 着 剤 層 で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の パ ウ チ 状 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 係 止 手 段 が 、 保 持 帯 と 容 器 本 体 を 接 着 す る 接 着 フ ィ ル ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の パ ウ チ 状 容 器 。 　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 パ ウ チ 状 容 器 、 と く に 形 状 保 形 性 を 向 上 さ せ た パ ウ チ 状 容 器 に 関 す る も の で
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 底 シ ー ル 部 を ガ セ ッ ト 形 式 と し た ス タ ン デ ィ ン グ パ ウ チ に お い て 、 両 側 縁 部 の 側 部 シ ー
ル 部 （ ６ ） の 上 部 に 袋 の 保 持 用 の 打 ち 抜 き 穴 （ １ ０ ） 、 ま た は 切 目 線 に よ る 穴 （ １ １ ） を
設 け 、 内 容 物 の 移 し 替 え に あ た っ て 、 袋 を 容 易 に 保 持 で き る よ う に し 、 さ ら に 、 注 出 口 近
く に エ ン ボ ス 加 工 部 （ ９ ） に よ る 凹 条 を 設 け て フ ィ ル ム 同 士 の 密 着 を 防 止 す る と と も に 、
注 出 路 の 保 形 性 を 維 持 す る よ う に し た ス タ ン デ ィ ン グ パ ウ チ は 、 従 来 よ り 知 ら れ て い る （
特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 両 側 縁 部 の 側 部 シ ー ル 部 の 外 側 に 、 延 長 シ ー ル 部 （ ７ ） に 袋 の 保 持 用 の 穴 （ ８ ）
を 設 け 、 壁 面 フ ィ ル ム に 縦 方 向 の エ ン ボ ス 加 工 部 （ １ ２ ） を 設 け 、 保 持 用 穴 （ ８ ） を 手 で
保 持 す る よ う に す る こ と に よ っ て 、 注 出 口 の 保 形 性 を 保 ち な が ら 内 容 物 を 容 易 に 移 し 替 え
る よ う に し た ス タ ン デ ィ ン グ パ ウ チ も 、 従 来 よ り 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 さ ら に 、 注 出 口 部 を 胴 部 上 部 の 角 部 に 設 け 、 注 出 口 部 を 形 成 す る 領 域 の フ ィ ル ム に 、 外
側 に 膨 ら む 膨 ら み 部 を 設 け た ス タ ン デ ィ ン グ パ ウ チ も 、 従 来 よ り 知 ら れ て い る （ 特 許 文 献
３ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ４ ５ ５ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ７ ９ ０ ９ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ８ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 従 来 の ス タ ン デ ィ ン グ パ ウ チ は 、 い ず れ も 積 層 フ ィ ル ム が 用 い ら れ て い る が 、 容 器
と し て 柔 軟 で あ り 、 剛 性 が 不 足 し て い る と い う 問 題 が あ っ た 。
　 上 記 特 許 文 献 １ 、 ２ 記 載 の ス タ ン デ ィ ン グ パ ウ チ は 、 移 し 替 え 始 め で 、 内 容 物 が 充 満 し
て い る 場 合 に は 、 保 持 用 の 穴 を 保 持 し て い て も 容 器 が 揺 れ 、 移 し 替 え 時 に 注 出 口 が 詰 め 替
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え 対 象 と な る 容 器 口 部 か ら 外 れ 、 内 容 物 を 周 辺 に こ ぼ す と い う 問 題 が あ っ た 。
　 ま た 、 注 出 口 近 辺 で 、 壁 面 フ ィ ル ム が 折 曲 が っ て 、 注 出 で き な く な る と い う 問 題 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 特 許 文 献 ３ 記 載 の ス タ ン デ ィ ン グ パ ウ チ も 、 注 出 口 部 は 膨 ら み 部 で 補 強 さ れ て い る
が 、 容 器 と し て 保 形 性 が 不 十 分 で あ り 、 移 し 替 え 時 に 注 出 口 部 の 下 側 で 壁 面 フ ィ ル ム が 折
れ 曲 が っ て 、 注 出 が 止 ま る と い う 点 で は 特 許 文 献 １ 、 ２ 記 載 の も の と 変 わ ら な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 を 解 決 す る こ と を 課 題 と し て 、 容 器 の 形 状 保 形 性 を 高 め る よ う に し
、 と く に 、 内 容 物 の 移 し 替 え に あ た っ て 、 容 器 を 確 実 に 把 持 し て 、 操 作 が 容 易 に 行 わ れ る
よ う に し た パ ウ チ 状 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 パ ウ チ 状 容 器 と し て 、 上 部 コ ー ナ ー 部 に 注 出 口
部 を 設 け た 容 器 本 体 と 、 容 器 本 体 に 折 曲 げ 可 能 と し て 連 設 さ れ た 保 持 帯 を 具 備 し た パ ウ チ
状 容 器 で あ っ て 、 内 容 液 充 填 後 に 、 保 持 帯 を 容 器 本 体 に 巻 き 付 け 、 係 止 手 段 を 介 し て 接 合
さ せ た こ と を 特 徴 と す る 構 成 を 採 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 係 止 手 段 の 別 実 施 例 と し て 、 係 止 手 段 が 、 保 持 帯 の 上 端 に 設 け ら れ た 係 止 部 と 、 容 器 本
体 の 注 出 口 部 側 の 胴 部 シ ー ル 部 に 刻 設 さ せ た ス リ ッ ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 構 成 、 ま た
は 、 保 持 帯 の 上 部 に 設 け ら れ た 係 止 部 が 、 リ ン グ 部 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 構 成 、
ま た は 、 係 止 手 段 が 、 保 持 帯 、 ま た は 容 器 本 体 に 設 け ら れ た 剥 離 フ ィ ル ム を 貼 着 し た 接 着
剤 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る 構 成 、 ま た は 、 係 止 手 段 が 、 保 持 帯 と 容 器 本 体 を 接 着 す る 接
着 フ ィ ル ム で あ る こ と を 特 徴 と す る 構 成 を 採 用 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 容 器 本 体 に 連 設 さ れ た 保 持 帯 を 折 曲 げ 、 容 器 本 体 の 所 定 の 位 置 に 係 止 す る こ と で 、 容 器
の 形 状 保 形 性 が 高 く な り 、 内 容 物 注 出 時 に 注 出 口 の 開 口 状 態 を 安 定 し て 保 ち 、 内 容 物 を 最
後 ま で 安 定 し て 注 出 で き る よ う に な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 本 発 明 の パ ウ チ 状 容 器 に つ い て 、 実 施 例 を あ げ 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ 実 施 例 は 、 パ ウ チ 状 容 器 の 側 部 上 方 に 保 持 帯 を 設 け 、 保 持 帯 の 上 端 に 設 け た 係 止 部
を 、 容 器 本 体 側 縁 の シ ー ル 部 に 形 成 し た ス リ ッ ト に 嵌 挿 し た も の で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 Ａ は ス タ ン デ ィ ン グ パ ウ チ の 容 器 本 体 、 Ｂ は 容 器 本 体 Ａ に 設 け ら れ た 注
出 口 部 、 Ｃ は 容 器 本 体 Ａ に 設 け ら れ た 保 持 帯 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ ～ ３ に 示 す よ う に 、 容 器 本 体 Ａ は 、 胴 部 の 表 裏 二 枚 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 、 １ ｂ を 、
注 出 口 部 Ｂ 側 の 側 端 縁 部 の 胴 部 シ ー ル 部 ２ と 、 反 対 側 の 側 端 縁 部 の 胴 部 シ ー ル 部 ３ 、 お よ
び 二 枚 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 、 １ ｂ 下 端 に 内 側 に 折 込 ま れ た 底 部 フ ィ ル ム ４ を 舟 形 シ ー ル パ
タ ー ン と し た 底 部 シ ー ル 部 ５ と を シ ー ル す る こ と に よ り 、 公 知 の ガ ゼ ッ ト 形 式 で 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 容 器 本 体 Ａ の 上 部 に は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 切 欠 部 ６ で 切 欠 か れ 、 そ の 注 出 口 部 Ｂ 側 の
側 部 と 注 出 口 部 Ｂ の 外 周 に は 、 胴 部 シ ー ル 部 ２ に 接 続 す る 注 出 口 部 シ ー ル 部 ７ に よ り シ ー
ル さ れ 、 外 側 上 方 に 突 出 す る 注 出 口 部 Ｂ が 設 け ら れ て お り 、 切 欠 部 ６ の 反 対 側 の 側 部 に は
、 注 出 口 部 シ ー ル 部 ７ に 連 設 さ れ る 側 部 シ ー ル 部 ８ に よ っ て シ ー ル さ れ 、 該 側 部 シ ー ル 部
８ と 、 胴 部 シ ー ル 部 ３ に よ り 内 容 物 充 填 後 に 上 端 縁 を シ ー ル さ れ る 保 持 帯 Ｃ が 設 け ら れ て
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い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 胴 部 シ ー ル 部 ２ に は 、 所 定 の 位 置 に 保 持 帯 Ｃ の 上 端 部 を 嵌 挿 し 係 止 す る ス リ ッ ト ９ が 穿
設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 注 出 口 部 Ｂ は 、 上 端 に 切 取 部 １ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 下 に は 切 取 部 １ ０ を 切 離 し 、
注 出 口 １ １ を 開 口 す る た め 、 ノ ッ チ な ど の 開 封 処 理 部 を 設 け た 切 断 ラ イ ン １ ２ が 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 、 １ ｂ 外 側 表 面 に は 、 注 出 口 部 Ｂ に 、 注 出 口 １ １ の 開 口 の 形 状 保 形 性
を 高 め る た め 、 所 定 の 箇 所 に 、 表 面 に 突 出 す る 補 助 リ ブ １ ３ が 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 保 持 帯 Ｃ は 、 表 裏 二 枚 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 、 １ ｂ に 、 注 出 口 部 シ ー ル 部 ７ の 注 出 口 部 Ｂ
上 部 側 辺 の 延 長 線 上 の 表 側 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 外 側 表 面 に 凹 設 さ れ た 折 り 目 凹 部 １ ４ と 、 裏
側 壁 面 フ ィ ル ム １ ｂ 外 側 表 面 に 凸 設 さ れ た 折 り 目 凸 部 １ ５ と を 介 し て 連 設 さ れ た 保 持 帯 部
１ ６ ａ 、 １ ６ ｂ と か ら な り 、 内 容 物 充 填 シ ー ル 後 、 前 記 ス リ ッ ト ９ に 嵌 挿 す る 係 止 部 １ ７
が 設 け ら れ て お り 、 そ の 下 に ス リ ッ ト ９ の 端 部 に 係 止 す る 縮 径 さ れ た 切 欠 部 １ ８ が 刻 設 さ
れ て い る 。
　 両 側 の 切 欠 部 １ ８ の 間 は 、 内 容 物 を 充 填 す る 開 口 １ ９ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 パ ウ チ の 使 用 態 様 と 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 パ ウ チ 状 容 器 は 、 二 枚 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 、 １ ｂ と 底 部 フ ィ ル ム ４ の 各 シ ー ル 部 を 、 従
来 の よ う に 、 ヒ ー ト シ ー ル ま た は 接 着 剤 に よ る 接 着 な ど の 方 法 に よ り シ ー ル し て 形 成 さ れ
る 。
　 容 器 本 体 Ａ に 連 設 さ れ た 保 持 帯 Ｃ の 開 口 １ ９ か ら 内 容 物 が 充 填 さ れ 、 充 填 後 に 保 持 帯 Ｃ
の 開 口 １ ９ を シ ー ル し 密 封 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 使 用 に あ た っ て は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 表 裏 二 枚 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 、 １ ｂ に 設
け ら れ た 折 り 目 凹 部 １ ４ と 、 折 り 目 凸 部 １ ５ と を そ れ ぞ れ 谷 折 り 、 山 折 り に し 、 保 持 帯 Ｃ
を 容 器 本 体 Ａ の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 側 に 巻 き 付 け る よ う に し て 折 曲 げ る 。
　 次 い で 、 保 持 帯 Ｃ の 係 止 部 １ ７ を 、 容 器 本 体 Ａ の 胴 部 シ ー ル 部 ２ に 設 け ら れ た ス リ ッ ト
９ に 嵌 挿 し 、 切 欠 部 １ ８ を ス リ ッ ト ９ 端 部 に 係 止 さ せ る こ と に よ り 、 保 持 帯 Ｃ が ス リ ッ ト
９ に 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 注 出 口 部 Ｂ 上 端 の 切 取 部 １ ０ の 切 断 ラ イ ン １ ２ を 開 封 処 理 部 よ り 切 断 す る こ と に
よ っ て 、 注 出 口 １ １ を 開 口 す る 。 　
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 保 持 帯 Ｃ を 容 器 本 体 Ａ に 巻 き 付 け て ス リ ッ ト ９ に 嵌 挿 し 、 係 止 し て
い る た め 、 容 器 の 形 状 保 形 性 が 高 く 、 補 助 リ ブ １ ３ の 形 状 保 形 力 と 合 わ さ っ て 、 注 出 口 １
１ の 開 口 状 態 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 内 容 物 の 注 出 に あ た っ て は 、 容 器 本 体 Ａ を 傾 け て い く と 、 注 出 口 １ １ よ り 内 容 物 が 注 出
さ れ る 。
　 注 出 口 １ １ の 開 口 状 態 が 安 定 し て い る た め 、 内 容 物 を 小 出 し に 注 出 す る 際 で も 、 最 後 ま
で 所 望 の 方 向 に 注 出 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 例 で は 、 表 裏 二 枚 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 、 １ ｂ に 、 そ れ ぞ れ 折 り 目 凹 部 １ ４ と 折 り
目 凸 部 １ ５ と を 設 け た が 、 保 持 帯 Ｃ を 容 器 本 体 Ａ の 表 面 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 側 、 ま た は 、
裏 面 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ｂ 側 に 巻 き 付 け る よ う に し て 折 曲 げ 、 ス リ ッ ト ９ に 嵌 挿 し 係 止 さ れ
れ ば い い の で 、 折 り 目 部 の 凹 凸 を 配 設 せ ず 、 壁 面 フ ィ ル ム に 折 り 目 ラ イ ン を 描 い て お く だ
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け で も よ い 。
　 ま た 、 折 り 目 部 の 形 状 、 折 曲 げ の 方 向 は 、 上 記 実 施 例 の 形 状 、 方 向 に 限 定 さ れ な い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 パ ウ チ 状 容 器 の 第 ２ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 は 、 第 １ 実 施 例 の 保 持 帯 と 該 保 持 帯 を 保 持 す る ス リ ッ ト の 構 成 を 変 更 し た も の
で 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 の 構 成 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を も っ て 図 示 し 、 相 違 点 を 中 心 に 説
明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ 、 ５ に お い て 、 Ａ は 容 器 本 体 、 Ｂ は 容 器 本 体 に 設 け ら れ た 注 出 口 部 、 Ｃ ａ は 容 器 本
体 Ａ に 設 け ら れ た 保 持 帯 で あ る 。
　 保 持 帯 Ｃ ａ は 、 表 裏 二 枚 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 、 １ ｂ よ り 形 成 さ れ た 容 器 本 体 Ａ の 上 部 に
折 り 目 凹 部 １ ４ と 折 り 目 凸 部 １ ５ を 介 し て 連 設 さ れ た 保 持 帯 部 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ で 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 保 持 帯 Ｃ ａ は 、 外 周 が 胴 部 シ ー ル 部 ３ に 接 続 し た 係 止 部 シ ー ル 部 ２ ０ と 側 部 シ ー ル 部 ８
に よ り シ ー ル さ れ 、 内 容 物 充 填 後 に シ ー ル さ れ る 開 口 ２ １ に よ り 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 係 止 部 シ ー ル 部 ２ ０ は 、 外 方 上 方 に 突 出 す る リ ン グ 状 の リ ン グ 部 ２ ２ と 、 そ の 下 の 縮 径
さ れ た 係 止 部 ２ ３ と か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 容 器 本 体 Ａ に 設 け ら れ た 注 出 口 部 側 の 胴 部 シ ー ル 部 ２ に は 、 所 定 の 位 置 に 保 持 帯 Ｃ ａ の
リ ン グ 部 ２ ２ を 嵌 挿 し 、 係 止 す る ス リ ッ ト ９ ａ が 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 使 用 態 様 と 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 パ ウ チ 状 容 器 は 、 第 １ 実 施 例 同 様 に 、 各 シ ー ル 部 が 、 ヒ ー ト シ ー ル ま た は 接 着 剤 に よ る
接 着 な ど の 方 法 に よ り シ ー ル し て 形 成 さ れ る 。
　 容 器 本 体 Ａ に 連 設 さ れ た 保 持 帯 Ｃ ａ の 開 口 ２ １ か ら 内 容 物 が 充 填 さ れ 、 充 填 後 に 開 口 ２
１ を シ ー ル し 密 封 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 使 用 に あ た っ て は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 表 裏 二 枚 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 、 １ ｂ に 設
け ら れ た 折 り 目 凹 部 １ ４ と 、 折 り 目 凸 部 １ ５ と を そ れ ぞ れ 谷 折 り 、 山 折 り に し 、 保 持 帯 Ｃ
ａ を 容 器 本 体 Ａ の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 側 に 巻 き 付 け る よ う に し て 折 曲 げ る 。
　 次 い で 、 保 持 帯 Ｃ ａ の リ ン グ 部 ２ ２ を 容 器 本 体 Ａ の 胴 部 シ ー ル 部 ２ に 設 け ら れ た ス リ ッ
ト ９ ａ に 嵌 挿 し 、 係 止 部 ２ ３ に よ り ス リ ッ ト ９ ａ 端 部 に 係 止 さ れ 、 保 持 帯 Ｃ ａ が ス リ ッ ト
９ ａ に 係 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 注 出 口 部 Ｂ 上 端 の 切 取 部 １ ０ の 切 断 ラ イ ン １ ２ を 開 封 処 理 部 よ り 切 断 し 、 注 出 口
１ １ を 開 口 す る 。
　 容 器 本 体 Ａ を 傾 け て い く と 、 注 出 口 １ １ よ り 内 容 物 が 注 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 保 持 帯 Ｃ ａ を 、 容 器 本 体 Ａ に 巻 き 付 け て 、 ス リ ッ ト ９ ａ に 嵌 挿 し 係 止 し て い る た め 、 第
１ 実 施 例 と 同 等 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 ま た 、 保 持 帯 Ｃ ａ に リ ン グ 部 ２ ２ を 設 け て い る た め 、 リ ン グ 部 ２ ２ 内 に 手 指 を 差 込 み 、
持 ち 運 び が 便 利 と な り 、 ま た 、 リ ン グ 部 ２ ２ 内 に フ ッ ク を 入 れ る こ と に よ っ て 、 商 品 の 展
示 に も 役 立 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ 実 施 例 同 様 、 保 持 帯 Ｃ ａ を 容 器 本 体 Ａ に 巻 き 付 け て 、 リ ン グ 部 ２ ２ を ス リ ッ ト ９ ａ
に 嵌 挿 し 、 係 止 部 ２ ３ で 係 止 で き れ ば よ い た め 、 折 り 目 部 の 形 状 、 リ ン グ 部 の 形 状 、 折 曲
げ の 方 向 は 、 上 記 実 施 例 の 形 状 、 方 向 に 限 定 さ れ な い 。
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【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 、 パ ウ チ 状 容 器 の 第 ３ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 は 、 第 １ 実 施 例 の 保 持 帯 に 形 成 さ れ た 係 止 部 と 、 そ れ を 係 止 す る ス リ ッ ト を な
く し 、 代 わ り に 接 着 部 を 設 け た も の で 、 第 １ 実 施 例 と 同 一 の 構 成 に つ い て は 、 同 一 の 符 号
を も っ て 図 示 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 し 、 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ 、 ７ 、 ８ に お い て 、 Ａ は 容 器 本 体 、 Ｂ は 容 器 本 体 に 設 け ら れ た 注 出 口 部 、 Ｃ ｂ は 容
器 本 体 Ａ に 設 け ら れ た 保 持 帯 で あ る 。
　 保 持 帯 Ｃ ｂ は 、 表 裏 二 枚 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 、 １ ｂ よ り 形 成 さ れ た 容 器 本 体 Ａ の 上 部 に
折 り 目 凹 部 １ ４ と 折 り 目 凸 部 １ ５ を 介 し て 連 設 さ れ た 保 持 帯 部 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ か ら 形 成 さ
れ 、 そ の 側 部 外 周 は 、 胴 部 シ ー ル 部 ３ と 側 部 シ ー ル 部 ８ に よ り シ ー ル さ れ 、 内 容 物 充 填 後
に 上 端 の 開 口 ２ １ ａ が シ ー ル さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 表 側 の 保 持 帯 部 １ ６ ａ の 上 部 に は 、 接 着 部 ３ ０ が 設 け ら れ て お り 、 接 着 部 ３ ０ は 、 図 ７
に 示 す よ う に 、 保 持 帯 部 １ ６ ａ 表 面 に 塗 着 さ れ た 接 着 剤 層 ３ １ と 、 そ れ に 付 着 さ れ た 剥 離
フ ィ ル ム ３ ２ と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 使 用 態 様 と 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 パ ウ チ 状 容 器 は 、 第 １ 実 施 例 同 様 に 、 各 シ ー ル 部 を ヒ ー ト シ ー ル ま た は 接 着 剤 に よ る 接
着 な ど の 方 法 に よ り シ ー ル し て 形 成 さ れ る 。
　 容 器 本 体 Ａ に 連 設 さ れ た 保 持 帯 Ｃ ｂ の 開 口 ２ １ ａ か ら 内 容 物 が 充 填 さ れ 、 充 填 後 に 開 口
２ １ ａ を シ ー ル し て 密 封 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 使 用 に あ た っ て は 、 ま ず 、 保 持 帯 Ｃ ｂ に 設 け ら れ た 接 着 部 ３ ０ の 剥 離 フ ィ ル ム ３ ２ を 指
で 摘 み 、 接 着 剤 層 ３ １ よ り 剥 離 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 表 裏 二 枚 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 、 １ ｂ に 設 け ら れ た 折 り 目 凹 部 １ ４ と 、 折 り 目 凸 部 １ ５ と
を そ れ ぞ れ 谷 折 り 、 山 折 り に し 、 保 持 帯 Ｃ ｂ を 容 器 本 体 Ａ の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 側 に 巻 き 付
け る よ う に し て 折 曲 げ る 。
　 次 い で 、 保 持 帯 Ｃ ｂ の 接 着 部 ３ ０ の 接 着 剤 層 ３ １ を 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 壁 面 フ ィ ル ム
１ ａ の 所 定 の 位 置 に 貼 着 さ せ 係 止 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 注 出 口 部 Ｂ 上 端 の 切 取 部 １ ０ の 切 断 ラ イ ン １ ２ を 開 封 処 理 部 よ り 切 断 し 、 注 出 口
１ １ を 開 口 す る 。
　 容 器 本 体 Ａ を 傾 け て い く と 、 注 出 口 １ １ よ り 内 容 物 が 注 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 保 持 帯 Ｃ ｂ を 容 器 本 体 Ａ に 巻 き 付 け て 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ に 貼 着 し 係 止 し て い る た め 、 容
器 の 形 状 保 形 性 が 高 く 、 補 助 リ ブ １ ３ の 形 状 保 形 力 と 合 わ さ っ て 、 注 出 口 部 Ｂ の 注 出 口 １
１ が 開 口 状 態 で 維 持 さ れ る 。
　 注 出 口 １ １ の 開 口 状 態 が 安 定 し て い る た め 、 内 容 物 を 小 出 し に 注 出 す る 際 で も 最 後 ま で
所 望 の 方 向 に 注 出 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 保 持 帯 Ｃ ｂ を 貼 着 す る 場 所 を 変 え た 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 上 記 実 施 例 で は 、 保 持 帯 Ｃ ｂ を 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ の 所 定 の 位 置 に 貼 着 し た が 、 図 ９ に 示
す よ う に 、 保 持 帯 Ｃ ｂ を 、 容 器 本 体 Ａ の 注 出 口 側 の 胴 部 シ ー ル 部 ２ を 表 側 の 壁 面 フ ィ ル ム
１ ａ 側 に 折 曲 げ 、 そ れ を 巻 き 込 ん で 、 裏 側 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ｂ の 所 定 の 位 置 に 貼 着 し て も
よ い 。
　 ま た 、 こ の 場 合 は 、 上 記 実 施 例 よ り も 、 容 器 の 形 状 保 形 性 が 高 く な り 、 開 口 状 態 の 安 定
が よ く な る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 例 で は 、 保 持 帯 Ｃ ｂ を 容 器 本 体 Ａ に 巻 き 付 け て 、 接 着 部 を 貼 着 し て 係 止 で き れ ば
よ い の で 、 接 着 部 の 形 状 、 折 曲 げ の 方 向 は 、 上 記 実 施 例 の 形 状 、 方 向 に 限 定 さ れ な い 。
　 ま た 、 接 着 部 の 剥 離 フ ィ ル ム ３ ２ 表 面 に 、 接 着 部 ３ ０ の 使 い 方 な ど を 文 字 や 図 画 な ど で
描 く こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 接 着 部 を 容 器 本 体 側 に 設 け て も よ い 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 パ ウ チ 状 容 器 の 第 ４ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 は 、 第 ３ 実 施 例 の 接 着 部 を 接 着 シ ー ト に 変 え た の も の で 、 第 ３ 実 施 例 と 同 様 の
構 成 に つ い て は 、 同 一 の 符 号 を も っ て 図 示 し 、 相 違 点 を 中 心 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ ０ に お い て 、 Ａ は 容 器 本 体 、 Ｂ は 容 器 本 体 に 設 け ら れ た 注 出 口 部 、 Ｃ ｃ は 容 器 本 体
Ａ に 設 け ら れ た 保 持 帯 で あ る 。
　 保 持 帯 Ｃ ｃ は 、 図 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ に 示 す よ う に 、 表 裏 二 枚 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 、 １ ｂ
よ り 形 成 さ れ た 容 器 本 体 Ａ の 上 部 に 折 り 目 凹 部 １ ４ と 折 り 目 凸 部 １ ５ を 介 し て 連 設 さ れ た
保 持 帯 部 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ か ら 形 成 さ れ 、 そ の 側 部 外 周 は 、 胴 部 シ ー ル 部 ３ と 側 部 シ ー ル 部
８ に よ り シ ー ル さ れ 、 上 端 縁 は 、 内 容 物 充 填 後 に シ ー ル さ れ る 開 口 ２ １ ａ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 保 持 帯 Ｃ ｃ の 保 持 帯 部 １ ６ ａ 表 面 に は 、 接 着 シ ー ト ４ ０ が 貼 着 さ れ て い る 。
　 接 着 シ ー ト ４ ０ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 接 着 剤 ４ １ に よ っ て 貼 着 し た 剛 性 の あ る 紙 、
ま た は 合 成 樹 脂 製 の 剛 性 フ ィ ル ム ４ ２ と 、 該 剛 性 フ ィ ル ム ４ ２ の 表 面 に 塗 布 さ れ た 接 着 剤
４ ３ の 層 、 お よ び 接 着 剤 ４ ３ を 保 護 す る 剥 離 フ ィ ル ム ４ ４ と か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 本 実 施 例 の 使 用 態 様 と 作 用 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 パ ウ チ 状 容 器 は 、 第 １ 実 施 例 同 様 、 周 縁 部 の 各 シ ー ル 部 が ヒ ー ト シ ー ル 、 ま た は 接 着 剤
に よ る 接 着 な ど の 方 法 に よ り シ ー ル し て 形 成 さ れ る 。
　 容 器 本 体 Ａ に 連 設 さ れ た 保 持 帯 Ｃ ｃ の 上 方 か ら 内 容 物 が 充 填 さ れ 、 充 填 後 に 開 口 ２ １ ａ
を シ ー ル し て 密 封 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 使 用 に あ た っ て は 、 ま ず 、 保 持 帯 Ｃ ｃ に 貼 着 さ れ た 接 着 シ ー ト ４ ０ の 剥 離 フ ィ ル ム ４ ４
を 指 で 摘 み 、 剛 性 フ ィ ル ム ４ ２ 表 面 の 接 着 剤 ４ ３ の 層 よ り 剥 離 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 表 裏 二 枚 の 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 、 １ ｂ に 設 け ら れ た 折 り 目 凹 部 １ ４ と 、 折 り 目 凸 部 １ ５ と
を そ れ ぞ れ 谷 折 り 、 山 折 り に し 、 保 持 帯 Ｃ ｃ を 剛 性 フ ィ ル ム ４ ２ と と も に 、 容 器 本 体 Ａ の
壁 面 フ ィ ル ム １ ａ 側 に 巻 き 付 け る よ う に し て 折 曲 げ 、 保 持 帯 部 １ ６ ａ を 壁 面 フ ィ ル ム １ ａ
に 接 着 剤 ４ ３ に よ り 貼 着 さ せ 、 係 止 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 次 に 、 注 出 口 部 Ｂ 上 端 の 切 取 部 １ ０ の 切 断 ラ イ ン １ ２ を 開 封 処 理 部 よ り 切 断 し 、 注 出 口
１ １ を 開 口 す る 。
　 容 器 本 体 Ａ を 傾 け て い く と 、 注 出 口 １ １ よ り 内 容 物 が 注 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 保 持 帯 Ｃ ｃ を 、 剛 性 の あ る 剛 性 フ ィ ル ム ４ ２ と と も に 、 容 器 本 体 Ａ に 巻 き 付 け て 壁 面 フ
ィ ル ム １ ａ に 貼 着 し 係 止 す る た め 、 巻 き 込 み 部 に 剛 性 を 持 た せ る こ と が で き 、 容 器 の 形 状
保 形 性 が よ り 高 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 実 施 例 で は 、 接 着 シ ー ト ４ ０ を 保 持 帯 Ｃ ｃ に 貼 着 す る よ う に し た が 、 反 対 に 容 器 本
体 Ａ に 貼 着 し 、 剥 離 フ ィ ル ム ４ ４ を 剥 が し て 保 持 帯 Ｃ ｃ を 貼 着 し 、 係 止 す る よ う に し て も
よ い 。
【 実 施 例 ５ 】
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【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 、 パ ウ チ 状 容 器 の 第 ５ 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 は 、 パ ウ チ 容 器 と 接 着 フ ィ ル ム を 別 体 と し 、 容 器 本 体 Ａ に 保 持 帯 Ｃ ｄ を 巻 き 付
け 、 接 着 フ ィ ル ム で 保 持 帯 Ｃ ｄ を 容 器 本 体 Ａ に 接 着 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 １ ３ に お い て 、 ５ ０ は ほ ぼ 角 形 の 接 着 フ ィ ル ム で あ り 、 フ ィ ル ム ５ １ と 接 着 剤 層 ５ ２
と 剥 離 フ ィ ル ム ５ ３ と か ら な っ て い る 。
　 容 器 本 体 Ａ と 保 持 帯 Ｃ ｄ の 構 造 は 、 第 ３ 実 施 例 に お け る 構 造 と 同 一 で あ り 、 前 記 各 実 施
例 と 同 様 に 、 容 器 本 体 Ａ に 内 容 物 が 充 填 さ れ た 後 に 、 開 口 ２ １ ａ が シ ー ル さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 保 持 帯 Ｃ ｄ を 容 器 本 体 Ａ に 巻 き 付 け 、 胴 部 シ ー ル 部 ２ を 保 持 帯 Ｃ ｄ 側 に 折 曲 げ 、
ま ず 、 剥 離 フ ィ ル ム ５ ３ を 剥 が し た 接 着 フ ィ ル ム ５ ０ の 接 着 剤 層 ５ ２ の 片 側 を 保 持 帯 Ｃ ｄ
の 保 持 帯 部 １ ６ ｂ に 貼 着 し 、 次 い で 、 接 着 フ ィ ル ム ５ ０ の 反 対 側 を 容 器 本 体 Ａ の 壁 面 フ ィ
ル ム １ ｂ に 貼 着 し て 、 保 持 帯 Ｃ ｄ と 容 器 本 体 Ａ を 接 着 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 実 施 例 は 、 パ ウ チ 状 容 器 と 接 着 フ ィ ル ム ５ ０ が 別 体 と な っ て い る の で 、 接 着 フ ィ ル ム
５ ０ の 一 端 部 を 、 ま ず 、 保 持 帯 Ｃ ｄ 、 ま た は 容 器 本 体 Ａ の 裏 側 に 貼 着 し 、 次 い で 、 他 の 端
部 を 容 器 本 体 Ａ 、 ま た は 保 持 帯 Ｃ ｄ に 貼 着 す れ ば よ い の で 、 巻 き 付 け 、 接 着 操 作 が 極 め て
簡 単 に で き 、 そ の 他 に は 、 前 記 各 実 施 例 と 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 接 着 フ ィ ル ム ５ ０ の 形 状 に つ い て は 、 保 持 帯 Ｃ ｄ の 巻 き 付 け 端 を 容 器 本 体 Ａ に 接
着 で き れ ば よ く 、 形 状 、 数 も と く に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 前 記 各 実 施 例 で は 、 容 器 本 体 の 形 状 も 、 パ ウ チ 状 容 器 と し て 上 部 に 注 出 口 部 と 保 持 帯 を
形 成 で き れ ば よ い の で 、 底 部 は ガ ゼ ッ ト 形 式 で な く と も よ く 、 例 え ば 、 二 枚 の 壁 面 フ ィ ル
ム の 下 端 を そ の ま ま シ ー ル し た も の で も よ く 、 実 施 例 の 形 状 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 各 実 施 例 と も 内 容 物 使 用 後 は 、 容 器 を 折 曲 げ る こ と 等 に よ り 、 コ ン パ ク ト に ま と め る こ
と が で き 、 ゴ ミ の 軽 減 化 が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 パ ウ チ 状 容 器 と し て 、 保 持 帯 を 容 器 本 体 に 巻 き 付 け 、 剛 性 を 増 し た か ら 、 注 出 口 の 開 口
を 注 出 開 始 か ら 最 後 ま で 安 定 し て 形 状 を 維 持 す る こ と が で き 、 内 容 物 と し て 液 体 、 粉 体 、
半 固 形 体 の 洗 剤 、 化 粧 料 、 食 料 品 、 薬 品 な ど の 詰 替 容 器 と し て 利 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 第 １ 実 施 形 態 の パ ウ チ 状 容 器 の 立 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 パ ウ チ 状 容 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 保 持 帯 を 容 器 本 体 に 係 止 し た と き の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 形 態 の パ ウ チ 状 容 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 保 持 帯 を 容 器 本 体 に 係 止 し た と き の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ３ 実 施 形 態 の パ ウ チ 状 容 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 接 着 層 の 説 明 図 で 、 （ ａ ） は 立 面 図 、 （ ｂ ） は 上 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 保 持 帯 を 容 器 本 体 に 係 止 し た と き の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 別 態 様 の 接 着 時 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ４ 実 施 形 態 の パ ウ チ 状 容 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 接 着 層 の 説 明 図 で 、 （ ａ ） は 立 面 図 、 （ ｂ ） は 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 保 持 帯 を 容 器 本 体 に 接 着 し た と き の 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 第 ５ 実 施 形 態 の パ ウ チ 状 容 器 の 説 明 図 で 、 （ ａ ） は 接 着 フ ィ ル ム の 説 明 図 、 （
ｂ ） は 保 持 帯 と 容 器 本 体 と の 接 着 時 の 説 明 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 Ａ 　 　 　 　 　 容 器 本 体
　 Ｂ 　 　 　 　 　 注 出 口 部
　 Ｃ 、 Ｃ ａ 、 Ｃ ｂ 、 Ｃ ｃ 、 Ｃ ｄ 　 保 持 帯
　 １ ａ ， ｂ 　 　 壁 面 フ ィ ル ム
　 ２ 、 ３ 　 　 　 胴 部 シ ー ル 部
　 ４ 　 　 　 　 　 底 部 フ ィ ル ム
　 ５ 　 　 　 　 　 底 部 シ ー ル 部
　 ６ 、 １ ８ 　 　 切 欠 部
　 ７ 　 　 　 　 　 注 出 口 部 シ ー ル 部
　 ８ 　 　 　 　 　 側 部 シ ー ル 部
　 ９ 、 ９ ａ 　 　 ス リ ッ ト
　 １ ０ 　 　 　 　 切 取 部
　 １ １ 　 　 　 　 注 出 口
　 １ ２ 　 　 　 　 切 断 ラ イ ン
　 １ ３ 　 　 　 　 補 助 リ ブ
　 １ ４ 　 　 　 　 折 り 目 凹 部
　 １ ５ 　 　 　 　 折 り 目 凸 部
　 １ ６ ａ ， ｂ 　 保 持 帯 部
　 １ ７ 　 　 　 　 係 止 部
　 １ ９ 、 ２ １ 、 ２ １ ａ 　 開 口
　 ２ ０ 　 　 　 　 係 止 部 シ ー ル 部
　 ２ ２ 　 　 　 　 リ ン グ 部
　 ２ ３ 　 　 　 　 係 止 部
　 ３ ０ 　 　 　 　 接 着 部
　 ３ １ 、 ５ ２ 　 接 着 剤 層
　 ３ ２ 　 　 　 　 剥 離 フ ィ ル ム
　 ４ ０ 　 　 　 　 接 着 シ ー ト
　 ４ １ 、 ４ ３ 　 接 着 剤
　 ４ ２ 　 　 　 　 剛 性 フ ィ ル ム
　 ４ ４ 、 ５ ３ 　 剥 離 フ ィ ル ム
　 ５ ０ 　 　 　 　 接 着 フ ィ ル ム
　 ５ １ 　 　 　 　 フ ィ ル ム
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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